
安
楽
寺
本
系
北
野
天
神
縁
起
に
つ
い
て

一
安
楽
寺
本
系
に
つ
い
て
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て

安
楽
寺
本
と
は
叶
統
俳
書
類
従
」
所
収
の
「
北
野
天
神
御
縁
起
安
楽
寺
本
L

（
］
）
を
い
い
、
別
の
名
を

Y
Z栄
寺
縁
起
」
（
2
）
と
も
呼
ん
で
い
る
。
北
野

天
神
縁
起
の
中
で
は
、
唯
一
の
真
名
本
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
荒
木
良
雌
氏
（
3
）

や
菟
間
俊
彦
氏
（
4
）
に
よ
っ
て
、
仮
名
本
に
先
立
つ
原
初
的
古
本
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
村
上
学
氏
？
と
は
、
こ
の
系
統
に
属
す
る
諸

本
を
博
捜
し
、
弊
現
検
討
の
結
果
、
安
楽
寺
本
系
が
甲
類
第
二
部
本
（
建
久
本

系
）
の
或
る
時
期
に
お
け
る
改
作
と
み
る
説
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

従
来
絵
巻
系
の
研
究
に
は
、
中
知
（
建
久
本
・
挫
保
本
・
示
久
本
等
）
、
乙
類

（
津
田
本
・
光
信
本
・
飛
鳥
井
本
等
）
、
内
類
（
正
嘉
本
・
弘
安
本
・
松
崎
本
等
）

の
み
が
、
そ
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
安
楽
寺
本
系
縁

起
も
そ
の
流
布
の
状
況
か
ら
み
て
、
絵
巻
制
作
に
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。
縁
起
本
文
の
研
究
で
は
、
既
に
村
上
学
氏

や
松
本
陸
信
氏
（
6
）
の
精
織
な
考
誌
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で

は
絵
巻
へ
の
影
響
と
い
う
立
場
か
ら
、
安
楽
寺
本
系
を
湖
上
に
の
せ
少
し
く
検

討
を
試
み
る
次
第
で
あ
る
。

安
楽
寺
本
系
詞
書
に
よ
る
古
絵
巻
の
遺
品
は
、
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。

宣

保

E二Z

で了

北
野
本
地
本
の
よ
う
に
部
分
的
に
は
用
い
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
私

の
指
摘
す
る
（
7
）
以
前
は
全
く
調
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
安
楽
寺
本
系
の

本
文
を
冒
頭
か
ら
そ
の
ま
ま
詞
書
と
し
た
絵
巻
の
な
か
っ
た
こ
と
は
、
殆
ど
こ

の
系
統
が
、
い
ま
ま
で
美
術
史
学
の
仁
で
無
視
さ
れ
て
き
た
理
由
で
あ
っ
た
。

安
楽
寺
本
系
に
つ
い
て
は
、
専
ら
「
神
道
集
」
な
ど
の
関
係
を
通
じ
て
主
に
国

文
学
上
の
研
究
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
安
楽
寺
本
系

諸
本
の
中
に
は
希
に
「
絵
ア
リ
一
（
8
）
と
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、

そ
の
絵
が
如
何
な
る
系
統
に
属
し
、
時
代
的
に
は
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
、

或
は
近
世
の
補
加
か
も
知
れ
ぬ
が
、
何
れ
に
せ
よ
興
味
を
ひ
く
。

最
初
に
安
楽
寺
本
を
と
り
上
げ
た
の
は
、
荒
木
良
雄
氏
（
9
）
で
あ
っ
た
。

同
氏
は
、
一
‘
神
道
集
巻
九
」
に
み
る
「
北
野
天
神
の
事
」
と
の
関
わ
り
か
ら
、
一
－
安

楽
寺
本
北
野
天
神
御
縁
起
」
（
続
群
書
類
従
所
収
）
に
注
目
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

次
の
理
由
か
ら
安
楽
寺
本
を
原
本
と
み
る
結
論
を
導
き
出
さ
れ
た
。

一
、
安
楽
寺
本
（
末
尾
の
追
加
）
に
は
、
「
大
江
匡
衡
奉
種
々
供
物
色
々
御

幣
奏
状
云
ー
一
と
出
処
を
あ
げ
、
「
右
大
天
満
自
在
天
神
塩
梅
天
下
補
導
一
人

或
為
日
月
於
天
上
万
民
照
覧
就
中
文
道
大
祖
風
月
本
主
也
翰
林
人
最

可
夙
夜
慰
労
書
一
の
文
節
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
。
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二
、
最
後
に
追
加
せ
ら
れ
て
い
る
条
が
、
原
本
に
比
照
し
て
脱
落
し
て
い
た

た
め
の
補
選
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
存
の
安
楽
寺
本
以
前
に
、
こ

の
系
統
に
立
つ
漢
文
体
の
縁
起
原
本
の
存
在
が
察
せ
ら
れ
る
こ
と
。

一
二
、
安
楽
寺
本
に
「
寛
弘
元
年
十
月
廿
一
自
一
条
院
御
宇
自
行
幸
成
給
始

以
来
建
久
年
中
至
巴
上
十
六
代
積
星
霜
二
百
歳
也
」
や
「
安
一
条
院
御

宇
寛
弘
元
年
辛
巳
始
従
行
幸
成
承
久
一
冗
年
己
卯
子
今
聖
上
十
九
代
積
星

霜
二
百
十
六
年
也
一
五
々
」
と
寸
前
一
一
ね
記
し
て
い
る
の
は
、
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た

成
長
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

「
か
く
し
て
天
神
様
起
は
、
漢
文
体
に
起
り
絵
巻
に
拙
か
れ
、
仮
名
交
り
文
の

絵
詞
と
な
る
と
と
も
に
、
ま
た
安
居
院
一
流
の
説
教
者
資
の
手
に
よ
っ
て
漢
文

風
な
形
に
探
録
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
」
と
同
氏
は
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
荒
木
氏
説
に
対
し
同
意
見
を
唱
え
た
の
は
、
菟
田
俊
彦
氏
（
刊
）
で
、

「
北
野
縁
起
の
原
警
が
、
も
し
真
名
書
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の

安
楽
寺
本
は
原
警
に
近
い
形
を
伝
え
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
」
と
述
べ
て
、
さ
ら

に
真
名
書
か
ら
仮
名
本
に
至
る
例
を
、
「
旧
事
本
紀
玄
義
」
と
「
豊
葦
原
神
風
和

一
一
副
い
を
引
い
て
説
き
、
「
諸
本
に
見
ら
れ
る
少
巽
は
、
真
名
本
か
ら
の
和
文
化
に

よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。

先
ず
荒
木
氏
説
に
反
論
さ
れ
た
の
は
、
大
野
功
氏
（
日
）
で
あ
っ
て
、
荒
木

説
を
検
討
さ
れ
た
結
果
、
「
安
楽
寺
本
か
ら
は
縁
起
の
原
形
に
関
す
る
何
も
の
も

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
則
一
白
と
し
て
、
荒
木
氏
が
説

明
材
料
と
し
て
用
い
た
安
楽
寺
本
補
遺
に
お
り
る
「
安
一
条
校
御
宇
克
弘
元

年
辛
巴
始
従
行
幸
成
承
久
元
年
己
卯
一
ナ
今
型
上
十
九
代
積
星
霜
二
百
十
六

年
也
一
五
々
」
と
そ
れ
に
続
く
「
大
江
匡
衡
奉
種
々
供
物
色
々
御
幣
奏
状
一
五
」

の
一
一
つ
の
文
節
が
、
ウ
ボ
久
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
切
り
離
し
得
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
が
現
拠
に
よ
る
補
選
で
は
な
く
、
「
他
本
と
比
照
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
も
の
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
荒
木
氏
の
い
う
書
き
継

ぎ
に
つ
い
て
も
、
八
月
祭
の
段
の
、
「
寛
弘
元
年
十
月
廿
一
日
一
条
院
御
宇
自

行
幸
成
給
始
以
来
建
久
年
中
至
己
上
十
六
代
積
星
霜
二
百
歳
也
一
と
補
選

の
、
「
安
一
条
院
御
宇
寛
弘
元
年
辛
己
始
従
行
幸
成
承
久
元
年
己
邦
子
今
聖

上
十
九
代
積
一
星
霜
二
百
十
六
年
也
一
五
々
」
の
二
例
に
お
い
て
、
年
号
が
建
久

或
は
承
久
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
縁
起
の
書
写
年
代
を
示
す
も
の
で
、
書

き
継
ぎ
を
想
定
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

安
楽
寺
本
系
の
諸
本
を
調
査
し
た
上
で
、
は
じ
め
て
北
野
天
神
縁
起
に
お
け

る
安
楽
寺
本
系
の
位
置
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
村
上
学
氏
（
ロ
）
で
あ
っ

た
。
同
氏
は
、
安
楽
寺
本
系
の
主
要
な
七
本
を
あ
げ
て
検
討
さ
れ
た
結
果
、
荒

木
氏
説
を
修
正
し
た
大
野
功
氏
説
に
ふ
れ
た
上
で
、
大
野
氏
が
安
楽
寺
本
（
続

群
書
類
従
本
）
の
み
を
対
象
と
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
り
を
、
安
楽
寺
本
系

諸
本
に
お
け
る
字
句
の
異
同
の
例
を
引
い
て
指
摘
さ
れ
、
「
安
楽
寺
本
の
み
に
問

題
を
限
定
せ
ず
、
同
系
統
の
全
体
に
拡
大
す
る
な
ら
ば
、
極
端
な
言
い
方
を
す

れ
ば
お
お
の
氏
の
説
は
そ
の
論
拠
を
す
べ
て
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
と

結
ん
で
お
ら
れ
る
。

次
で
村
上
学
氏
は
、
安
楽
寺
本
系
の
本
文
を
他
の
甲
・
乙
・
内
三
系
統
と
比

較
し
、
甲
類
第
一
種
本
（
建
久
本
系
）
だ
け
に
共
通
の
句
や
文
章
が
多
数
あ
る

の
に
、
乙
、
内
類
と
の
み
共
通
の
句
や
文
章
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
建

久
本
の
系
統
に
近
似
す
る
も
の
と
み
ら
れ
た
。
た
だ
、
甲
類
第
一
一
種
本
以
外
の

系
統
と
の
類
似
或
は
共
通
す
る
説
話
・
句
に
つ
い
て
は
、
「
都
良
香
羅
域
内
詩
作

の
段
」
を
例
に
検
討
の
結
果
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
乙
類

第
二
種
特
有
の
説
話
で
、
安
楽
寺
本
系
と
本
文
が
酷
似
し
、
こ
の
説
話
の
入
る

縁
起
本
文
中
の
位
置
を
異
に
し
、
乙
類
第
二
種
特
有
の
も
う
一
つ
の
説
話
で
あ

る
「
時
一
平
笑
癖
」
を
欠
く
こ
と
の
三
点
か
ら
、
「
安
楽
寺
本
系
諸
本
は
、
乙
類
第
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二
種
本
を
シ
タ
ジ
キ
に
し
て
本
文
を
作
成
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
説
話
を
乙

類
第
二
種
本
か
ら
補
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
主
張

さ
れ
た
。
全
体
を
見
て
、
「
本
文
は
甲
類
第
一
種
本
か
ら
第
二
種
本
へ
移
行
し
て

ゆ
く
途
中
の
本
文
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
甲
類
第
二
種
本
を
底
に

敷
い
て
甲
類
第
一
一
部
本
を
以
て
修
補
し
た
本
文
か
ら
安
楽
寺
本
系
諸
本
の
本
文

が
出
発
し
た
可
能
性
も
、
申
類
第
一
一
樹
木
を
底
に
敷
い
て
、
甲
類
第
二
種
本
の

本
文
を
以
て
説
話
を
削
除
し
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
忠
わ
れ
る
。

一
と
述

べ
ら
れ
、

結
論
と
し
て
、
「
全
体
と
し
て
原
資
料
に
最
も
近
い
形
を
持
っ

て
い
る

甲
旗
第
一
種
本
に
対
し
て
、
省
略
も
多
く
、
修
飾
や
説
明
的
付
加
も
多
い
安
楽

寺
本
系
諸
本
の
本
文
が
先
行
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
」
と
言
い
切
っ
て
お
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
安
楽
寺
本
系
を
別
に
一
類
と
認
め
て
、
「
丁
類
ま
た
は
安
楽
寺

本
系
統
」
と
称
す
る
こ
と
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
安
楽
寺
本
系
の
特
色
と
し
て

は
、
「
省
略
と
増
補
と
い
う
二
つ
の
方
法
で
一
部
原
本
の
悌
を
残
し
な
が
ら
全
体

と
し
て
は
大
き
な
変
容
を
な
し
と
げ
た
」

と
し
、

そ
の
成
立
を
「
甲
類
第
一
種

本
（
乃
至
は
二
種
本
と
の
中
間
的
存
在
の
本
）

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
他
系

統
の
縁
起
が
絵
巻
と
し
て
そ
の
発
達
を
挿
絵
の
方
で
行
い
、
文
章
の
方
は
そ
の

付
随
物
と
し
て
む
し
ろ
瀕
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
系
統
の
縁
起
は
そ
の

序
文
に
、
（
中
略
）
縁
起
聴
問
の
功
徳
を
強
調
す
る
よ
う
に
語
り
物
と
し
て
文
章

を
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
位
置
付
け
て
お
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、

村
上
学
氏
の
論
は
、
荒
木
・

大
野
両
氏
が
続
群
書
類
従
本

の
み
を
対
象
と
し
た
こ
と
と
は
違
っ
て
、

安
楽
寺
本
系
の
諸
本
を
広
く
駆
使
し

て
論
じ
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
つ
づ
い
て
、
安
楽
寺
本
系
と
絵
巻
の
関
係
に
触
れ
た
の
は
、

松
本
隆
信
氏
（
日
）
で
あ
る
。
同
氏
は
、
村
上
学
氏
の
説
に
全
面
的
な
賛
意
を

示
し
た
上
で
、
安
楽
寺
本
系
が
絵
巻
系
に
対
し
て
持
つ
特
徴
を
検
討
し
、
次
の

よ
う
な
結
果
を
出
さ
れ
た
。
先
ず
、
序
文
に
み
ら
れ
る
甲
類
の
「
王
城
鎮
守
云
々
」

が
、
天
皇

・
宮
廷
貴
族
の
守
護
神
と
し
て
北
野
天
神
を
礼
賛
す
る
態
度
を
明
瞭

に
打
ち
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
安
楽
寺
本
系
は
「
庶
民
の
求
め
る
現
実
的
利

設
を
強
調
」
し
て
お
り
、
「
作
者
が
決
し
て
貴
族
階
層
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
て

い
る
の
で
は
な
い
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
大
戒
論
序
の
段
に
み
る
安
楽
寺
本

系
の
「
本
山
ノ
許
サ
レ
是
ナ
キ
故
一
こ
の
字
句
か
ら、

執
筆
者
を
「
叡
山
を
本

山
と
仰
ぐ
僧
」

で
「
そ
の
勿
体
を
つ
け
た
口
ぶ
り
は
、

叡
山
の
上
層
部
の
僧
で

は
な
い
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
都
良
香
羅
城
門
詩
作
の
段
に
つ
い
て
は
、
乙

頬
に
お
け
る
本
説
話
の
挿
入
場
所
の
矛
盾
点
を
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
に
気
付
い
た

安
楽
寺
本
系
が
、
挿
入
の
場
所
を
後
に
移
し
た
と
見
て
、
こ
の
こ
と
を
「
乙
類

本
に
よ
っ
て
補
入
し
た
こ
と
に
に
な
る
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
永
仁
六
年
（
一
二

九
八
）
の
津
岡
本
に
こ
の
話
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
安
楽
寺
本
系
の
成

立
は
鎌
倉
末
期
以
降
に
下
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
」
と
都
良
香
羅

城
門
詩
作
の
段
か
ら
安
楽
寺
本
系
の
成
立
年
代
を
も
推
定
さ
れ
て
い
る
。
朱
雀

続
行
幸
の
段
で
、
安
楽
寺
本
系
が
両
帝
密
議
を
述
べ
ず
に
「
両
帝
共
ニ
サ
＼
ヤ

カ
セ
御
座
シ
ケ
ル
」
と
唐
突
な
句
が
不
用
意
に
出
て
く
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
の
箇
所
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
蔵

上
人
巡
歴
の
段
で
は
、
承
久
本
と
の
関
係
に
触
れ
て
、
承
久
本
の
如
き
六
道
図

は
、
「
そ
の
時
代
に
盛
行
し
て
い
た
六
道
思
想
に
よ
る
も
の
で
、
安
楽
寺
本
系
に

由
来
す
る
と
は
言
い
難
い
一

と
さ
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

安
楽
寺
本
系
が
、

「
地
獄
に
お
ち
た
延
喜
帝
の
こ
と
を
、
日
蔵
上
人
六
道
め
ぐ
り
の
頂
点
に
据
え

て
語
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
」
六
道
の
順
序
を
逆
に
し
た
と
推
測
さ
れ
、
「
も
し

両
者
の
間
に
交
渉
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
安
楽
寺
本
系
の
方
が
、
承
久
本
絵
巻

の
影
響
を
う
け
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。
最
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後
に
、
安
楽
寺
本
系
が
甲
類
本
系
に
先
立
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
の

理
由
と
し
て
、
北
野
天
神
縁
起
と
し
て
欠
か
せ
な
い
九
条
師
輔
社
殿
建
立
の
段

を
省
略
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
安
楽
寺
本
系
は
天
神
縁
起

の
最
も
原
態
に
近
い
本
を
も
と
に
し
て
、
大
幅
な
省
略
や
増
補
を
加
え
た
」
と

唱
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註

（1
）
「
北
野
天
神
御
縁
起
安
楽
寺
本
」
続
群
書
類
従
巻
七
七
所
収

（2
）
内
閣
文
庫
蔵
写
本
一
間
が
知
ら
れ
る
他
、
「
北
野
文
叢
」
巻
七
四
に
抄
文

を
載
せ
る
。

（3
）
荒
木
良
雄
氏
「
「
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
」
か
ら
「
て
ん
じ
ん
」
ま
で
」

（
「
中
世
文
学
の
形
象
と
精
神
』
一
昨
収
一
昭
森
社
一
九
四
二
年
八
月
）

（4
）
菟
田
俊
彦
氏
「
北
野
天
神
御
縁
起
安
楽
寺
本
」
（
「
群
書
解
題
」
第
一

下
統
群
書
類
従
完
成
会
一
九
六
三
年
四
月
）

（5
）
村
上
学
氏
「
J

仲
道
集
第
九
「
北
野
天
神
事
」
ノ

i
ト
」
上
下
有
名
古
屋

大
学
国
語
国
文
学
」
一
五
・
一
七
一
九
六
四
年
一
一
月
・
六
五
年
一
一

月）

（6
）
松
本
陵
情
氏
「
中
世
に
お
り
る
本
地
物
の
研
究
（
凶
）

｜
｜
本
地
物
の

成
立
と
北
野
天
神
縁
起
｜
｜
i
」（
吋斯
道
文
庫
論
集
」一

四
一
九
七
七
年

一
二
月
）

（7
）
制
稿
「
白
描
北
野
本
地
絵
」
呂
美
術
研
究
」
三
四
七
号
一
九
九

O
年

三
月
）

（8
）
東
妨
城
家
本

吋北
野
天
神
御
詑
」
（
宗
淵
編

「北
野
文
叢
巻
第
二
十
い
）

（9
）
荒
木
良
雌
氏
前
掲
論
文

（
凶
）
菟
田
俊
彦
氏
前
掲
解
題

（
日
）
大
野
功
氏
「
北
野
天
神
縁
起
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
「
史
学
雑
誌
」
六
七

編

九

史

学
会

一

九

五
八
年
九
月
）

（
ロ
）
村
上
学
氏
前
掲
論
文

（
日
）
松
本
隆
信
氏
前
掲
論
文
同
氏
の
論
述
の
う
ち
、
絵
巻
と
の
関
わ
り

に
の
み
限
定
し
て
こ
れ
を
採
ら
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
文
学
性
や
神
道
集
に

関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
と
し
た
。

二
安
楽
寺
系
本
文
の
内
容

安
楽
寺
本
系
の
諸
本
は
、
村
上
学
氏
（
1
）
に
よ
っ
て
、
次
の
七
本
が
紹
介

さ
れ
た
。一

黒
川
本
「
洛
陽
北
野
天
神
縁
起
］
閤
翠
院
大
学
蔵
（
黒
川
真
頗
旧

蔵
本
）
近
世
初
期
写
本

二
梅
椿
坊
本
「
北
野
天
神
御
縁
起
」
（
「
北
野
文
叢
」
所
収
）

三
赤
木
文
庫
本
主
人
神
御
本
地
」
横
山
重
氏
蔵
室
町
前
期
写
本
（
「
神

道
物
語
」
所
収
）

四
一
行
坊
本

「
北
野
天
神
御
縁
起
」（刊
北
野
文
叢
」
所
収
）

五
安
楽
寺
本
「
安
楽
寺
縁
起
』
内
閣
文
庫
蔵
近
世
中
期
写
本
（
「続

群
書
類
従
］
所
収
）

六
東
坊
城
本

吋北
野
天
神
御
記
」
（
「
北
野
文
叢
」
所
収
）

七
慶
応
本
吋
天
神
の
本
地
」
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
近
世
前
期
写
本

そ
の
後
、
松
本
陸
信
氏
（
2
）
は
、
新
た
に
四
本
を
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

八

東

大

本

九

天

理

本

初
期
写
本

吋
安
楽
寺
縁
起
』
東
京
大
学
図
書
館
蔵

円一大
満
大
自
在
天
神
の
御
本
地
』
天
理
図
書
館
蔵

近
世



一
O

広
島
本

「

天

神

の
本
地
」
広
島
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵

永
二
年
写
本

一
一
天
迎
別
本

「一
大
神
の
ゑ
ん
ぎ
』
天
迎
図
書
館
蔵
室
町
中
期
写
本

こ
の
よ
う
に
諮
本
の
数
少
な
く
な
い
が
、
私
は
こ
こ
で
古
絵
巻
北
野
型
廟
絵

（北
野
天
神
縁
起
）
と
の
詞
書
比
較
の
対
象
と
し
て
安
楽
寺
本
系
を
と
り
あ
げ

る
に
際
し
、
こ
の
系
統
で
は
最
も
古
い
康
暦
二
年
ご
三
八

O
）
の
年
紀
あ
る

筑
波
大
学
本
（
3
）
を
中
心
と
し
て
用
い
た
。
（
次
頁
帰
図
参
照
）

絵
巻
の
詞
警
に
対
応
し
て、

そ
の
内
容
を
分
け
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一

序

二

幼

稚

化
現
の
事

三

幼

時

詩

作

の

事

大

戒

論

序

の

事

五

良

香

邸

弓

遊

の

事

吉

祥

院

五

十
賀
の
事

七

一

時

中
十
首
詩
作
の
事

都
良
香
羅
城
門
詩
作
の
事

九

任

大

納

言

大

将

の

事

任

右

大

臣

の

事

一

一

家

集

天

覧

の

一

事

朱

雀

続

行

幸

の

事

一
三

時
平
識
言

の

事

椋

木

法
皇
の
事

一

五

紅
梅
殿

別

離

の

事

西

下

の

事

一

七

百

下

途

中

詠

詩

の

事

配

所

詠

詩

の

事

一

九

恩
賜
御

衣

の

事

送

後

集

長
谷
雄
の
事

一

二

天

拝
山

の

事

莞

去

の

事

二

三

安

楽

寺

墓

所

の

事

桁

楠

天

神

の

事

二

五

清

涼

殿

欝

躍

の

事

尊

意

鴨

川
渡
水
の
事

二
七

時
平
莞

去

の

事

時

平

子

孫
の
事

二

九

公

忠

一

麻

生

奏

上

の

事

菅

公

清

涼

殿

化

現

の

事

一

一

二

清

涼

殿

落

語

の

事

延

喜

帝

落

飾

崩

御

の

事

三

三

日

蔵
上
人
巡
歴
の
事

鉄
窟
苦
所
の
事

5 
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三
五

綾
子
託
宣
の
事

三

六

太
郎
丸
託
宣
の
事

三
七

右
近
馬
場
相
議

の

事

三

八

社
殿
建
立
の
事

三

九

内

裏

造

営

の

事

四

O

官
位
追
贈
の
事

四

一

待

賢

門

院

女

房

の

事

四

二

世

尊

寺

阿

閤

梨

仁

俊

の

事

四
三

仁
和
寺
阿
閣
梨

の

事

四

四

八
月
祭
の
事

四

五

仁

和

寺

西

念

の

事

四

六

銅

細

工

娘

の

事

次
に
そ
の
各
の
本
文
に
つ
い
て
、
諸
本
と
の
比
較
検
討
を
試
み
て
み
よ
う
。

ご

序
）
周
知
の
如
く
安
楽
寺
本
系
本
文
の
境
頭
は
、
甲
乙
丙
の
三
類
と

違
っ
て

い
る
。
筑
波
大
学
本
は
、
「
風
カ
ニ
間
三
葉
之
葦

自

問

海

上
以

来

砂

長
為
山
陸
積
成
国
」
と
な
っ
て
お
り
、
或
は
「
伝
エ
間
ク
三
業
ノ
葦
（
梅
椿

坊
本
ご
な
ど
多
少
の
同
共
同
は
あ
る
が
、
こ
の
序
文
は
、
安
楽
寺
本
系
の
一
つ
の

特
徴
と
も

い
え
る
。
中
で
も
松
本
経
信
氏
の
指
摘
さ
れ
た
如
く
、

「速一一

其
人
安

穏
ニ
皇
繁
盛
ス
家
ニ
ハ
風
雨
水
火
ノ
難
ヲ
サ
ケ
人
ハ
疲
病
海
賊
ノ
愁
サ

ケ
ン
（
黒
川
本
こ
の
よ
う
に
庶
民
の
現
実
的
利
益
を
強
調
し
て
い
る
点
は
、
こ

の
縁
起
が
王
侯
貴
族
の
た
め
で
な
く、

広
く
一
般
の
人
々
の
為
に
起
草
さ
れ
た

も
の
ら
し
い
こ
と
は
全
く
向
感
で
あ
る
。
ま
た
「
況
ヤ
一
度
縁
起
聴
聞
シ
一
度

名
号
ヲ
唱
へ
：
：
：
心
ヲ
尽
シ
テ
此
レ
ヲ
調
ミ
耳
ヲ
傾
ケ
テ
是
ヲ
聴
問
ス
レ
ハ

（梅
椿
坊
本
こ
の
よ
う
に
、
縁
起
を
読
み
耳
に
聞
か
せ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
安
楽
寺
本
系
の
縁
起
が
、
読
み
聞
か
せ
る
も
の
で
あ
っ

て、

自
で
見
せ

理
解
さ
せ
る
絵
巻
の
為
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
な
い
こ
と
が
明
白
に
窺
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

（ニ

幼
稚
化
現
の
事
）

こ
こ
で
は、

「抑
菅
原
院
申

ハ
菅
相
公
是
善
之
家
也
」

で
は
じ
ま
り
、
承
久
本
の
「
菅
原
院
と
申
は
菅
相
公
是
善
の
家
也
」
や
津
田
本

の
「
そ
も
そ
も
む
か
し
菅
相
公
是
善
菅
原
院
と
’
申
家
に
」
に
近
く
、
ま
た
津
田

本
が
末
尾
に
「
天
満
天
神
と
そ
な
ら
せ
た
ま
ひ
け
るー一

と
こ
の
稚
児
が
や
が
て
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天
神
と
な
る
く
だ
り
を
鮪
潔
に
述
べ
て
い
る
文
と
、
「
是
北
野
天
満
大
自
在
天
神

ト
モ
申
也
（
筑
波
大
学
本
）
」
と
結
ん
で
い
る
の
と
近
く
、
両
者
と
の
関
係
が
窺

わ
れ
る
。

（
三
幼
時
詩
作
の
事
）
諸
本
に
お
け
る
官
公
十
一
歳
の
詩
作
を
、
安
楽
寺
本

系
筑
波
大
学
本
等
で
は
、
七
歳
と
し
、
ま
た
梅
椿
坊
本
等
で
十
一

歳
と
す
る
も

の
も
あ
る
。
次
い
で
十
三
四
歳
を
安
楽
寺
本
系
で
は
十
二
三
歳
と
し
て
い
る
が
、

最
後
の
十
四
歳
詩
作
は
一
致
し
て
い
る
。
安
楽
寺
本
系
は
最
も
詳
し
く
述
べ

て

い
る
の
に
比
し
、
承
久
本
・
さ
ら
に
津
町
本
で
は
文
が
簡
潔
に
な
っ
て
い
る
。

（
四
大
戒
論
序
の
事
）
こ
こ
は
承
久
本
系
が
最
も
詳
細
で
、
安
楽
寺
本
系
も

怒
党
大
師
の
遺
風
の
ヰ
一一口
な
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
。
津
田
本
で
は
更
に
省
略
が
多

い
。
こ
の
段
で
、
松
本
隆
信
氏
が
安
楽
寺
本
系
の
み
に
あ
る
「
本
山
一
五
々
」
の

字
句
か
ら
「
叡
山
を
本
山
と
仰
ぐ
僧
」
の
執
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
は
そ

の
通
り
と
忠
わ
れ
る
。

（
五
良
香
邸
弓
遊
の
事
）
こ
こ
で
は
む
し
ろ
安
楽
寺
本
系
が
一
層
詳
し
く

な
っ
て

い
る
が
、

末
尾
の
都
良
香
ら
が
嬬
き
あ
さ
み
云
々

の一

説
は
省
略
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
献
策
の
事
の
省
か
れ
て
い
る
点
は
、
む
し
ろ
丙
類
に
近

い
。
続
群
書
類
従
本
で
は
、

他
本
と
対
校
し
て
、
献
策
の
事
を
巻
末
に
追
加
し

て
い
る
。

（
六
吉
祥
院
五
十
賀
の
事
）
こ
こ
は
諸
本
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
。

（七

一
時
中
十
首
詩
作
の
事
）
安
楽
寺
本
系
は
、
「
送
春
不
用
動
舟
車
」
の

詩
は
省
き
、
「
其
詩
ハ
扶
桑
集
被
載
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、

安
楽
寺
本
系
は
や
や
字
句
が
多
い
。

（
八
都
良
香
続
城
門
詩
作
の
事）

こ
の
段
は
、
丙
類
に
属
す
文
亀
三
年

（
一

五
O
三
）
の
所
謂
光
信
本
が
採
る
他
、
甲
類
・
乙
類
と
も
に
見
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
内
容
は
光
信
本
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
建
久
本
以
下
が
何
故
こ
れ
を

採
ら
な
か

っ
た
か
、

定
か

で
な
い
が
、
こ

の
説
誌
は
大
江
匡
一
民
の
談
話
筆
録
で

あ
る
「
江
談
抄
」
に
既
に
見
え
て
お
り
、

下
っ
て
鎌
倉
中
期
の
「
十
訓
抄
」
や

「
撰
集
抄
い
に
も
収
め
ら
れ
広
く
世
間
に
知
ら
れ
て
い
る
。
「気
探
風
椛
新
柳
髪
」

の
良
香
の
詩
は
、
夙
に
公
任
撰
の
吋
和
漢
朗
一
詠
集
」
に
入
っ
て
著
名
で
あ
り
、

こ
れ
に
ま
つ
わ
る
説
話
が
広
が
り
、
菅
公
説
話
と
繋
っ
て
天
神
縁
起
を
構
成
す

る
要
素
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
続
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
段
が
、
他
の
江

談
抄
関
係
説
話
と
と
も
に
初
期
の
北
野
天
神
縁
起
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

乙
類
第
二
種
（
光
信
本
等
）
よ
り
補
っ

た
と
す
る
村

上
学
氏
（
4
）
の
説
は
、
両
者
の
本
文
の
酷
似

・
説
話
の
挿
入
位
置

・
時
平
笑

僻
を
安
楽
寺
本
系
が
欠
く
こ
と
の
三
点
を
理
由
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
松
本
陸

信
氏
は、

こ
の
決
め
手
を
説
話
の
挿
入
位
置
に
し
ぼ
っ

て
、
補
入
説
を
擁
護
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
都
良
番
難
城
門
詩
作
の
段
を
持
つ

乙
額
第
二
種
本
が
、
何
故
「
其
年
の
春
都
良
香
羅
城
門
を
と
を
り
け
る
に
」
と

い
う
書
き
出
し
で
こ
の
説
話
を
挿
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
段
の
良
香
邸
弓

遊
及
び
献
策
は
、
貞
観
十
二
年
（
八
七

O
）
の
事
で
あ
る
か
ら
、
菅
公
は
二
十

六
歳
の
文
章
得
業
生
で
、
そ
の
献
策
の
際
に
は
、
少
内
記
で
三
十
七
歳
の
都
良

香
が
、
問
答
の
博
士
に
任
命
さ
れ
て
そ
の
試
験
に
当
っ
て
い
る
。
松
本
隆
信
氏

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
都
良
香
が
同
じ
時
期
に
、
官
公
の
前
で
恥

を
か
い
た
と
い
う
の
で
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か

し
、
こ
れ
は
編
年
的
に
見
れ
ば
、
献
策
の
次
に
お
く
他
な
い
の
で
あ
る
。
都
良

香
は
、
一
冗
慶
三
年

（
八
七
九
）
二
月
渡
し
て
お
り
、
縁
起
で
は
次
段
が
寛
平
六

年

（八
九
四
）
の
吉
祥
院
五
十
賀
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
、
都
良
香

羅
城
門
詩
作
の
こ
と
は
、
万
略
策
及
第
後
の
貞
観
よ
り
一
光
慶
初
年
ま
で
の
出
来

事
と
忠
わ
れ
、
縁
起
と
し
て
は
そ
の
よ
う
に
書
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
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一一三一
一
「
其
年
の
春
」
に
は
じ
ま
る
書
き
出
し
は
、
乙
類
第
二
種
本
が
同
じ
良
香
関
係

の
説
話
と
い
う
こ
と
で
バ
他
本
よ
り
補
入
し
て
こ
の
箇
所
へ
挿
入
し
た
結
果
に

他
な
ら
な
伝
と
私

一一は
思
う
の
で
あ
る
。
縁
起
と
し
て
こ
の
説
話
の
編
年
的
挿
入

を
考
慮
も
で
起
草
し
た
な
ら
、
決
し
て
こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
の
文
に
な
ら
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

説
話
の
世
界
は
、

一必
ず
し
も
人
物
の
残
年
に
正
確
な
わ
け
で
は
な
い
。
特
に

こ
U
説
話
は
？
良
香
側
か
ら
で
な
く
菅
公
の
側
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、
縁
起
と

し
て
都
合
の
よ
い
所
へ
収
め
た
わ
け
で
あ
る
。
「
撰
集
抄
」
に
は
「
延
喜
の
は
し

め
っ
か
た
都
良
香
き
さ
ら
き
の
十
日
こ
ろ
」
と
あ
り
、

「梅
城
録
』
に
も
「
聖

廟
記
云
寛
平
八
一年
初
春
大
内
記
都
朝
臣
良
香
過
経
城
門
」
な
ど
と
あ
っ

て
、
良
香
残
し
で
か
な
り
後
の
事
に
な
っ
て
い
る
。
安
楽
寺
本
系
の
挿
入
さ
れ

た
箇
所
は
、
寛
平
八
年
二
十
首
詩
作
に
次
ぐ
所
に
あ
り
、
応
永
三
十
二
年
（
一

回
二
五
）
の
「
梅
城
録
」
に
引
く
聖
廟
記
の
年
代
と
も
一
致
し
て
お
り
こ
の
説

話
を
入
れ
た
縁
起
文
は
、
大
体
こ
の
箇
所
に
落
ち
着
く
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て

私
は
、
安
楽
寺
本
系
の
こ
の
段
が
、
乙
類
第
二
種
本
か
ら
補
入
さ
れ
た
と
み
る

こ
と
は
あ
ま
り
早
計
に
過
ぎ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
乙
類
で
は
、
永

仁
六
年
ご
二
九
八
）
の
津
田
本
に
な
く
、
永
徳
三
年
こ
三
八
三
）
の
光
増

本
（
5
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
問
に
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ヘ
九
任
大
納
言
大
将
の
事
）
こ
こ
で
は
、
甲
類
に
な
い
天
皇
歴
代
交
響
の
さ

ま
を
、
安
楽
寺
本
系
は
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

（一

O

任
右
大
臣
の
事
）
「
昌
泰
二
年
二
月
に
そ
」
の
字
句
を
、
安
楽
寺
本

系
は
「
畠
恭
二
年
ノ
春
御
除
目
ニ
」
と
あ
る
他
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

（
一
一
家
集
天
監
の
事
）
安
楽
寺
本
系
は
、
「
門
風
自
古
是
儒
林
」
の
御
製

を
記
し
た
後
に
、
拝
領
し
た
菅
丞
相
が
、
こ
れ
を
頭
の
上
に
載
せ
た
話
な
ど
が

加
わ
っ
て
い
る
。

（
一
二
朱
雀
院
行
幸
の
事
）
朱
雀
院
行
幸
の
段
は
、
続
群
書
類
従
本
で
は
巻

末
に
追
加
す
る
な
ど
一
見
省
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
安
楽

寺
本
系
諸
本
に
お
い
て
、
冒
頭
の
昌
泰
三
年
朱
雀
院
行
幸
一
五
々
の
一
節
は
こ
れ

を
欠
き
、
代
っ
て
時
平
の
無
実
議
奏
に
よ
っ
て
配
流
左
遷
に
な
る
こ
と
を
述
べ

る
一
節
が
入
っ
て
お
り
、
次
で
左
右
大
臣
の
比
較
に
移
り
、
最
後
に
「
両
皇
共

ニ
サ
、
ャ
カ
セ
給
ケ
ル
（
筑
波
大
学
本
）
」
と
あ
っ
て
、
朱
雀
院
行
幸
密
議
の
さ

ま
を
述
べ
、
こ
の
段
は
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
三
時
平
議
言
の
事
）
光
開
は
大
納
言
源
光
卿
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
安

楽
寺
本
系
は
光
政
卿
（
筑
波
大
学
本
）
・
高
光
卿
（
続
群
書
類
従
本
）
・
光
忠
卿

（
梅
椿
坊
本
）
な
ど
と
誤
記
が
見
ら
れ
る
。
文
も
異
同
多
い
。

ご
四
椋
木
法
皇
の
事
）
安
楽
寺
本
系
は
、
「
清
涼
殿
の
庭
上
に
立
せ
給
り

る
」
と
あ
っ
て
、
「
大
庭
の
椋
木
云
々
」
は
省
か
れ
て
い
る
。

ご
五
紅
梅
殿
別
離
の
事
）
文
の
異
伺
少
な
く
な
く
、
ま
た
安
楽
寺
本
系
は

一
一
層
詳
細
で
あ
る
。

（
一
六
西
下
の
事
）
安
楽
寺
本
系
に
や
や
省
略
が
み
ら
れ
る
。

（
一
七
西
下
途
中
詠
詩
の
事
）
冒
頭
の
船
上
の
人
と
な
る
く
だ
り
は
、
安
楽

寺
本
系
で
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
で
は
却
っ
て
詳
細
な
記
述
と
な
っ
て
い

る。

配
所
一
詠
詩
の
事
）
こ
こ
も
安
楽
寺
本
系
は
記
述
が
よ
り
詳
し
く
な
っ

二
八

て
い
る
。

（
一
九
恩
賜
御
衣
の
事
）
恩
賜
御
衣
の
詩
の
後
に
続
く
、
「
都
府
楼
擁
看
瓦

色
」
以
下
の
菅
公
の
詩
作
の
優
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
く
だ
り
は
、
安
楽
寺
本

系
で
省
か
れ
て
い
る
。
巻
末
補
選
に
見
る
そ
の
分
は
、
き
わ
め
て
短
い
。

（二

O

送
後
集
長
谷
雄
の
事
）
長
谷
雄
が
悲
嘆
に
く
れ
た
後
、
「
藻
思
妙
た

え
て
天
下
に
な
ら
ひ
な
し
云
々
」
の
賛
辞
が
安
楽
寺
本
系
で
は
省
か
れ
て
い
る
。



そ
の
一
方
で
、
諸
本
に
な
い
記
述
、
長
谷
却
や
儒
者
多
く
集
っ
て
後
集
を
拝
見

し
た
な
ど
、
絵
画
化
す
る
際
に
必
要
な
状
況
描
写
も
見
出
さ
れ
た
。

（
一
二
天
拝
山
の
事
）
安
楽
寺
本
系
は
、
こ
こ
で
も
詳
細
で
、
祭
文
が
党
天

ま
で
上
っ
た
箇
所
に
続
き
、
陳
孔
章
や
馬
相
如
の
故
事
を
釈
迦
成
仏
の
前
に
述

べ
て
い
る
。

（
二
二
礎
去
の
事
）
こ
こ
は
、
全
く
異
文
で
、
安
楽
寺
本
系
は
、
「
延
喜
三

年
二
月
廿
五
日
太
宰
府
ノ
エ
ン
ノ
木
寺
卜
云
所
ニ
テ
終
ニ
無
墓
成
セ
給
ケ

リ
」
と
簡
略
に
記
し
、

次
で
他
本
に
な
い
菅
公
の
家
族
の
悲
し
み
に

つ
い
て
記

し
て
い
る
。

（
二
三
安
楽
寺
墓
所
の
事
）
こ
の
段
は
、
ほ
ぽ
同
様
だ
が
、
安
楽
寺
本
系
と

し
て
は
、
や
は
り
安
楽
寺
を
弥
え
る
一
節
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ

ろ』つ。
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（
二
回

桁
楠
天
神
の
事
）
こ
の
菅
公
化
来
の
話
は
、

「尊
意
贈
僧
正
伝
い
に

な
く
、
お
く
れ
て

「
元
亨
釈
書
」
に
記
載
を
見
る
。
こ
こ
も
安
楽
寺
本
系
が
詳

細
で
、
殊
に
菅
公
と
尊
意
と
の
問
答
は
一
長
文
で
あ
る
。

（
二
五
清
涼
殿
雷
火
の
事
）
安
楽
寺
本
系
の
こ
の
段
は
、
き
わ
め
て
長
文
で

あ
る
。
こ
の
中
で
、
時
平
の
言
葉
の
「
日
吉
山
王
不
覚
シ
給
フ
ナ
」
か
ら
、
甲

類
に
見
え
な
い
当
日
の
内
裏
守
護
神
が
日
吉
山
王
で
、
後
に
丙
類
の
正
嘉
本
で

稲
荷
大
明
神
と
変
わ
っ
て
く
る
。
甲
類
の
縁
起
で
は
天
台
宗
門
の
権
威
に
拘
る

が
故
に
山
王
が
削
除
さ
れ
て
い
る
の
に
、
伺
じ
天
台
系
の
安
楽
寺
本
系
に
出
て

く
る
の
は
、
両
者
に
何
ら
か
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
山
王
・
北
野
・

稲
荷
の
信
仰
史
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
藤
喜
博
氏
（
6
）
の
既
に
指
摘
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（二
六
尊
意
鴨
川
渡
水
の
事
）
尊
意
鴨
川
渡
水
に
関
し
て
は
、
柘
措
天
神
段

と
同
様
「
尊
意
婚
僧
正
伝
」
に
な
く
、
お
く
れ
て

「元
亨
釈
書
』
に
記
載
を
見

る
。
従
っ
て
こ
の
説
話
は
、
建
久
本
が
最
も
古
い
わ
け
だ
が
、
建
久
本
以
下
承

久
本
等
い
づ
れ
も
簡
略
な
記
述
で
あ
る
。
安
楽
寺
本
系
は
建
久
本
系
と
異
な

っ

て
、
き
わ
め
て
長
文
で
あ
り
、
渡
水
の
状
況
を
詳
し
く
述
べ
、

最
後
に
内
裏
参

着
後
の
尊
意
加
持
の
有
様
を
記
し
て
い
る
。

（
二
七
時
平
礎
去
の
事
）
こ
こ
で
も
安
楽
寺
本
系
は
、
そ
の
文
章
き
わ
め
て

精
細
を
尽
く
し
、
一
長
き
に
わ
た
っ
て
い
る
。
建
久
本
が
浄
蔵
の
時
平
に
対
す
る

祈
祷
に
関
し
、

「
四
月
四
日
諮
ょ
せ
給
て
祈
せ
給
け
り
」
と
簡
単
に
記
し
、
時
平

の
両
耳
よ
り
青
龍
の
頭
が
出
る
く
だ
り
が
、
い

か
に
も
麿
突
で
あ
る
の
に
反
し
、

安
楽
寺
本
系
は
、

そ
こ
に

い
た
る
修
法
の
様
子
を
事
細
か
に
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
滞
蔵
の
父
善
相
公
に
背
龍
が
告
げ
る
の
で
は
な
く
、
浄
蔵
に
直
接
訴
え

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
八
時
平
子
孫
の
事
）
ほ
ぽ
同
じ
だ
が
、
安
楽
寺
本
系
は
末
尾
に
世
の
無

常
を
述
べ
る
く
だ
り
が
加
わ
っ
て
い
る
。

（
二
九
公
忠
蘇
生
奏
上
の
事
）
建
久
本
系
が
、
公
忠
頓
死
の
前
後
に
つ
い
て

全
く
触
れ
て
い
な
い
の
に
比
し
、

安
楽
寺
本
系
は
、
公
忠
が
来
客
の
為
酒
を
飲

み
過
ぎ
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
す
る
妻
子
容
属
の
悲
し
み
な
ど
を
詳
し
く
述
べ
て

い
る
。
奏
上
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

（三
O

菅
公
清
涼
澱
化
現
の
事
）
安
楽
寺
本
系
は
、

「
又
部
類
神
等
の
面
々
」

の
文
を
欠
く
が
、

「、
玉
上
大
慢
ノ
カ
セ
玉
ヒ
ケ
ル
ト
カ
ヤ
（
筑
波
大
学
本
）
」

が
加
わ
っ
て
い
る
。

（
一
一
二
清
涼
殿
落
雷
の
事
）
安
楽
寺
本
系
で
、
是
茂
朝
臣
に
つ
い
て
の
記
載

が
な
い
他
は
、
建
久
本
系
に
比
べ
内
容
は
詳
し
い
。

（
三
二
延
喜
帝
落
飾
崩
御
の
事
）
こ
こ
も
、
安
楽
寺
本
系
は
よ
り
詳
細
で
あ

ヲ
匂
。（ 

一一一一
日
蔵
上
人
巡
歴
の
事
）
建
久
本
系
で
は
、
日
蔵
上
人
が
笠
窟
修
行
中
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息
絶
え
て
、
蘇
生
す
る
ま
で
の
問
、
「
三
界
六
道
を
み
ぬ
所
な
か
り
け
り
」
と
そ

の
巡
歴
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
そ
の
一
々
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
安
楽
寺
本
系
は
、
「
三
界
流
転
ノ
間
凶
生
六
道
ノ
ス
ミ
カ
ト
シ
テ

ミ
ス
ト
云
処
無
リ
ケ
リ
但
シ
空
無
辺
色
無
辺
無
所
有
処
非
想
非
々
想

等
／
無
色
界
ノ
四
空
所
計
ソ
見
サ
リ
ケ
リ
（
黒
川
本
ご
と
あ
っ
て
、
以

下
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
先
ず
色
界
を
構
成
す
る
四
禅
十
七
天
に
つ
い
て
記
し
、
次
で
欲
界
に

属
す
る
六
欲
天
に
触
れ
た
後
、
阿
修
羅
道
、
畜
生
道
、
餓
鬼
道
、
地
獄
道
の
様

態
を
叙
述
し
て
い
る
。
殊
に
餓
鬼
道
の
描
写
に
最
も
力
を
注
い
で
い
る
。

（
三
四
鉄
窟
苦
所
の
事
）
安
楽
寺
本
系
は
、
八
大
地
獄
と
そ
の
別
所
の
構
成

を
説
い
た
後
、
等
活
地
獄
の
別
所
と
し
て
鉄
絹
地
獄
の
有
権
を
述
べ
、
延
喜
一
併

と
日
戯
上
人
と
の
対
面
に
話
が
及
ん
で
い
る
。
こ
の
中
で
、
帝
が
語
っ
た
五
つ

の
大
罪
は
、
や
や
諸
本
に
異
同
が
あ
る
が
、
続
群
書
類
従
本
に
よ
れ
ば
、
「
一
背

父
覚
平
法
皇
御
命
良
久
奉
庭
上
見
下
省
、
二
府
議
臣
申
事
無
佐
賀
臣
流
罪
之

絵
、
三
官
丞
相
雷
電
之
時
不
敷
施
祈
補
佐
口
、
四
斎
日
不
開
本
尊
省
、
五
憶

日
本
王
位
珍
人
間
着
心
深
川
省
」
こ
の
う
ち
三
以
下
の
罪
が
著
し
く
異
な
る
。
建

久
本
系
で
は
、
一
と
二
が
父
法
皇
に
関
す
る
罪
で
、
三
が
賢
臣
に
対
す
る
罪
、

四
は
「
久
し
く
国
位
を
む
さ
ほ
り
で
あ
ま
た
の
仏
法
を
ほ
ろ
ほ
す
に
あ
へ
る

也
」
、
五
は
「
我
身
の
怨
敵
の
故
に
他
の
衆
を
損
害
せ
る
也
」
と
な

っ
て
い
る
。
’

ま
た
建
久
本
系
に
な
い
日
蔵
上
人
に
依
頼
し
た
醤
恨
の
内
容
も
詳
し
く
述
べ
て

い
る
。
こ
の
段
の
末
は
、
建
久
本
系
の
如
き
災
害
の
陥
写
は
な
く
、
建
久
本
系

が
鉄
胞
苦
所
の
前
に
収
め
た
太
政
威
徳
天
城
に
お
け
る
官
公
と
の
対
面
の
物
語

に
充
て
て
い
る
。

（
三
五
綾
子
託
宣
の
事
）
ほ
ぽ
同
じ
だ
が
、
「
西
京
ニ
有
人
／
娘
ア
ヤ
コ
卜

云
者
（
筑
波
大
学
本
ご
と
あ
っ
て
、
建
久
本
系
の
如
く

「
凶
京
七
条
二
坊
に
住

せ
り
し
多
治
比
一の
女
あ
や
こ
と
い
ふ
者
に
」
と
差
異
を
み
せ
る
。

（
三
六
良
種
童
託
宣
の
事
）
こ
こ
は
、
か
な
り
異
同
が
み
ら
れ
、
両
系
統
と

も
省
略
等
相
半
ば
し
て
い
る
。

（
三
七
右
近
馬
場
相
議
の
事
）
こ
こ
も
異
文
で
あ
っ
て
、
安
楽
寺
本
系
に
は
、

最
鎮
等
の
人
名
は
全
く
出
て
こ
な
い
。

（
三
八
社
殿
建
立
の
事
）
ほ
ぽ
同
じ
だ
が
、
こ
れ
に
続
く
九
条
家
の
北
野
に

対
す
る
寄
与
に
関
す
る
記
事
は
、
安
楽
寺
本
系
に
は
一
切
省
か
れ
て
い
る
。

（
三
九
内
一
袈
造
営
の
事
）
虫
食
和
歌
を
は
じ
め
、
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
。

（四

O

官
位
追
贈
の
事
）
こ
こ
は
異
同
少
な
く
な
い
。
建
久
本
系
に
み
る
絶

句
の
詩
の
化
現
は
、
安
楽
寺
本
系
で
白
石
上
の
銘
文
の
化
現
と
な
り
、
次
で
菅

公
の
御
請
文
に
関
し
、
衆
合
地
獄
よ
り
小
野
道
風
を
呼
び
だ
し
書
か
し
め
た
事

や
、
内
蔵
寮
御
庫
の
宝
物
の
事
な
ど
建
久
本
系
に
な
い
話
が
続
く
。
続
群
書
類

従
本
を
除
け
ば
、
安
楽
寺
本
系
で
は
「
北
野
宮
の
繁
盛
は
村
上
の
御
代
よ
り

云
々
」
の
文
は
省
か
れ
て
い
る
。

（
四
一
待
賢
門
院
女
房
の
事
）
ほ
ぽ
同
じ
だ
が
、
女
房
の
般
に
つ
い
て
は
、

建
久
本
系
の
如
く

「
七
日
い
と
ま
」
と
は
な
く
、
た
だ
「
暇
マ
ヲ
申
テ
（
筑
波

大
学
本
こ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
羽
院
の
御
所
に
盗
衣
を
棒
げ
て
現
わ
れ

た
敷
島
に
つ
い
て
、
正
嘉
本
以
降
に
頻
出
す
る
狂
舞
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

（四
二
世
尊
寺
阿
閣
梨
仁
俊
の
事
）大
体
同
様
で
あ
る
が
、
安
楽
寺
本
系
は
、

最
後
に
か
の
女
房
に
関
す
る
世
評
を
加
え
て
い
る
。

（
四
三
仁
和
寺
阿
閣
梨
の
事
）
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

（
凶
凶
八
月
祭
の
事
）
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
が
、
末
尾
に
「
覧
弘
元
年
：
：
：
建

久
マ
テ

ハ
巳
上
十
六
代
星
霜
二
百
歳
・
」
の
一
文
が
加
わ
っ
て

い
る。

（
四
五
仁
和
寺
念
西
の
事
）
末
尾
の
彼
岸
七
日
の
往
生
の
記
述
に
省
略
多
い

他
は
、
建
保
本
と
同
様
で
あ
る
。
僧
を
「
西
念
」
と
せ
ず
に
「
念
西
」
と
し
て



い
る
こ

b
は
、
安
楽
寺
本
系
の
古
体
な
る
を
一
加
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
北
野
本

地
本
は
「
国
念
」
を
則
い
る
が
、
そ
の
泊
者
は
、
ほ
ぽ
同
様
で
北
野
本
地
本
が

安
楽
寺
本
系
に
よ
っ
て
、
仁
和
寺
西
念
の
段
の
詞
書
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
四
六
銅
剣
工
般
の
事
）
建
保
本
に
比
し
、
省
略
少
な
く
な
い
が
、
建
保
本

が
、
銅
細
工
娘
参
篭
の
箇
所
で
終
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
安
楽
寺
本
系
で
は
、

こ
れ
に
続
く
銅
細
工
娘
受
福
の
結
び
の
一
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
も
、

北
野
本
地
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
同
系
で
あ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
と
も
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
仁
和
寺
商
念
・
銅
細
工
娘
の

二
段
の
み
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

註村
上
学
氏

た。

（2
）
松
本
隆
信
氏
前
掲
論
文

（3
）
「
天
満
天
神
縁
起
」
筑
波
大
学
蔵
一
間
（
横
山
重
・
松
本
隆
信
編
「
室

町
時
代
物
語
大
成
」
第
十
角
川
書
店
一
九
八
二
年
二
月
）
に
翻
刻
。

脱
文
箇
所
は
、
園
山
学
院
大
学
蔵
「
洛
陽
北
野
天
神
縁
起
」
に
よ
っ
て
補
つ

で
あ
る
。

r

（4
）
村
上
学
氏
前
掲
論
文

（5
）
「
北
野
文
殻
」
巻
一
一
二
所
収

（6
）
近
藤
喜
博
氏
「
弘
安
本
天
神
縁
起
成
立
の
前
後

七
九
七
・
七
九
八
一
九
五
八
年
八

・
九
月
）

前
掲
論
文

但
し
、
名
称
は
松
本
隆
信
氏
の
表
記
に
従
つ

上
下
」
（
「
国
禁
」
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三
安
楽
寺
本
系
の
問
題
点

以
上
述
べ
た
如
く
、
本
文
の
諸
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
概
ね
次
の
こ
と
が

ι

一
一
日
一
え
る
で
あ
ろ
》
つ
。

安
楽
寺
本
系
の
本
文
は
、
建
保
本
に
み
る
仁
和
寺
念
西
（
西
念
）
の
事
・
銅

細
工
娘
の
事
の
増
補
二
段
の
存
在
に
よ
っ
て
、
建
保
本
を
遡
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
受
領
播
磨
守
御
前
と
な
っ
て
栄
耀
を
き
わ
め
る
銅
細
工
娘
が
父
母
の
た
め

に
堂
塔
を
造
り
や
が
て
出
家
往
生
す
る
と
い
う
結
び
の
一
文
が
追
加
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、

建
保
本
以
降
の
成
立
と
察
せ
ら
れ
る
。

都
良
香
羅
城
門
詩
作
の
段
に
つ
い
て
は
、
永
徳
三
年
二
三
八
一
ニ
）
の
光
増

本
（
乙
類
、
北
野
文
叢
所
収
）
に
至
っ
て
初
め
て
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
丁
類

の
成
立
を
十
四
世
紀
に
遅
ら
せ
る
考
え
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
前
節
で
詳
細
に
述
べ
た
如
く
、
私
は
初
期
の
縁
起
に
含
ま
れ
て
い

た
可
能
性
を
信
じ
る
も
の
で
、
安
楽
寺
本
系
の
今
お
か
れ
た
本
段
の
位
置
が
縁

起
作
成
時
に
お
け
る
原
位
世
と
み
て
差
し
支
え
往
く
、
む
し
ろ
光
増
本
・
光
信

本
等
乙
類
諸
本
が
良
香
邸
弓
遊
及
び
献
策
の
次
に
挿
入
補
加
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
北
野
本
地
本
は
甲
類
中
の
古
い
一
本
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
仁

和
寺
念
凶
・
銅
細
工
娘
両
段
の
詞
書
が
安
楽
寺
本
系
の
最
古
本
筑
波
大
学
本
と

の
比
較
で
一
致
を
示
し
て
お
り
、
安
楽
寺
本
系
と
の
関
係
を
全
く
考
慮
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
古
絵
巻
が
、
や
は
り
深
く
係
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

北
野
本
地
本
が
制
作
に
際
し
、
八
月
祭
の
事
で
終
り
仁
和
寺
念
凶
等
の
増
補
の

な
い
建
久
本
系
の
担
本
に
加
え
、
丁
類
か
ら
両
段
を
補
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
北
野
本
地
本
の
成
立
を
正
嘉
二
年
（
一
二

五
八
）
の
正
業
本
と
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
の
津
旧
本
と
の
間
に
置
い
て
い

る
の
で
、
そ
の
原
資
料
と
し
て
の
了
類
縁
起
は
お
そ
ら
く
十
三
世
紀
前
半
に
は

出
来
上
が
っ
て
い
た
と
推
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
丁
類
の
特
色
で
あ
る
六
道
描
写
に
つ
い
て
は
、
承
久
本
の
克
明
な
表
現



に
な
る
六
道
巻
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
唱
導
性
の
強
い
丁
類
の
精

細
な
描
写
が
、
承
久
本
に
影
響
し
た
と
解
釈
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
松
本
隆

信
氏
は
「
も
し
両
者
の
間
に
交
渉
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
安
楽
寺
本
系
の
方
が

承
久
本
絵
巻
の
影
響
を
F

つ
け
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
な
い
か
。
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
承
久
本
は
神
宝
と
し
て
殆
ど
人
の
自
に
触
れ
ず
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
事
を

考
え
れ
ば
、
と
て
も
他
へ
の
影
響
を
及
ぽ
す
事
な
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
現
在

の
承
久
本
の
完
好
な
保
存
状
態
も
秘
蔵
の
厳
重
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
制
作
に
際
し
作
ら
れ
た
下
絵
や
或
は
摸
本
の
類
は
絵
師
の
間
に
拡
が
っ
て

い
た
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
縁
起
選
者
の
手
許
ま
で
ゆ
き
わ
た
っ
た
と
は
と
て

も
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、
了
類
即
ち
安
楽
寺
本
系
の
縁
起
は
、
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀

前
半
に
そ
の
祖
本
の
成
立
時
期
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
詞
書
と
し
た
絵
巻
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
北
野
本
地
本
の
如
く
、
そ
の

一
部
に
用
い
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
精
細
な
六
道
描
写
は
、
特
に
初
期
の

絵
巻
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
し
ん
ぽ
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と
お
る




